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主旨
　分子認識化学は1967年にクラウンエーテルが発見されて以降、極めて高いレベルでの学術的深化を続けて

きた。それは2度にわたってノーベル化学賞が本分野に授与されたことからも窺い知れる。しかし、分子認識

化学を基軸とする技術の社会普及は未だ達成されていない。これは、デバイスなどの実使用を見据えた研究開

発が行われていないことに起因する。他方、グルコースセンサなどに使われる生体由来の分子認識材料は一部

実用化されているが、化学的・熱的不安定性の問題があり、日常生活において幅広く使われているとは言い難

い。この現状を打破するため、本研究会では、分子レベルでの材料設計・開発とそれに続くデバイス応用を包

括的に研究し、ひいては社会実装の迅速化を目指す。実用化には分野横断的な議論が不可欠であるため、化

学・機械・電機・情報・環境・医療・食品・商社・アートなどの異分野から広く参加者を募り、分子認識材料

の基礎・実践応用に関して多角的に議論する。学理探求(水源)から各メーカー(川上)、マーケティング・販路

(川下)までを見据えたシーズ・ニーズオリエンテッドの双方向の視点で分子認識材料・超分子デバイスの水脈

(技術戦略)を探す。

 

2025年度　特別研究会

RC-105

年　会　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）
参　加　費：非賛助員の場合：30万円
 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。
 参加人数による年会費の制限なし
定　　　員：参加社数制限なし
 異分野間での積極的な議論に関心のある方を望む
運 営 方 法：講師によるセンサ・デバイス技術に関する基礎講義や最新の技術紹介を行う。

年5回の講演・講義（ウェビナー）に加え、異文化・異分野間での交流促進のため年1回の
対面研究会・交流会を開催する。

佐々木由比



みをしない。

2025年度

→ 口に増口（１口につき賛助員年会費10万円）
口に新規申込み（１口につき賛助員年会費10万円）→

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2025.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2025/RC-kaiin-ki.pdf

2025年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）
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